
○単身高齢女性の 52.3％ が貧困状態！ 

 

この背景には、今の 65 歳以上の女性は企業で働き続けた夫を支

える主婦であったケースがほとんどで、国民年金を受給するものの

その受給額が約 65,000円／月（2018年現在）のため、男性の年

金に依存しなければ生活が成り立たない状況にあるからです。 

                                         

○日本の高齢者（65歳以上）の貧困率 

19.4% ： 5人に１人が相対的貧困状態！ 

 

高齢期は医療費や介護費用がかさむこと 

支給される年金額が減っていることが大きな要因 

沼田市男女共同参画講演会 
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『下流老人』という言葉で、高齢者の貧困を世に知らし

めた藤田さん。ソーシャルワーカーとして、大学教員とし

て、父親として、日本で広がる貧困問題をどのように捉え

ているのか、講演していただきました。 

沼田市の一人当たりの所得は、群馬県内 12 市のな

かでワーストであることが市長の挨拶で紹介されまし

た。 

藤田さんからは、沼田市など各自治体の調査がまだ

実施されていないため、まずは実態把握が重要である

との指摘がありました。 

 

○日本の貧困率（相対的貧困率＊）は 15.6% 

（OECD加盟国 34ヵ国中、６番目に高い数値） 

 

○群馬県の貧困率（12.9%：全国 31番目） 

 可処分所得（税金や社会保険料を除いた残り

の所得）が平均値の人と比べて半分以下の所得

しかない人たちの割合。日本ではこの相対的貧

困率が高まっています。 

 地域事情により差はあるかもしれませんが、

以下の所得を下回っている場合、必要最低限度

の生活を送るのが難しいと考えられています。 
 

1人世帯：122万円 2人世帯：170万円 

3人世帯：211万円 4人世帯：245万円 
なぜ 
？ 

（NPO法人ほっとプラス代表理事・ 

聖学院大学客員准教授） 

なぜ 
？ 

＊ 裏面に続きます ＊ 



                 
☎   
火～金曜日 9:00～12:00、13:00～16:00 

土・日曜日 9:00～12:00  
※月曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）は休み 
月曜日が祝日の場合、直後の平日も休み  

・自立して能力を発揮したい  

・夫婦、家族のことで悩んでいる 

・仕事と家庭生活の両立で悩んでいる など･･･ 
           

どんな小さなことでもお気軽にご相談ください。専門の相談員がお話を伺い、 

あなたの心の重荷が少しでも軽くなるようお手伝いします。 
（相談無料、秘密厳守です） 

                        
 

 

                

（編集：みなこ・かねこ・いくこ） 

★ご意見・ご感想をお寄せください★ 

☆実践講座開催中・次回 11/26  

興味のある方、お問合せください☆ 
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単身高齢女性の貧困のほか、母子家庭など「ひとり親世帯」の貧困率も 

 

50.8％ ： ひとり親世帯の 2人に１人が貧困！ 

就労父子家庭では、8％の「パート・アルバイト等」が、 

就労母子家庭では 47％ 

父子家庭では、平均年収 380万円（うち就労収入 360万円）に対し、 

母子家庭では、     223万円（うち就労収入 181万円）と 

多くは生活保護の要保護世帯に該当するようです。 

この差は、日本では男性１人が企業で働けばある程度の暮らしが成り

立ってきた時代が長く、女性の就労形態は家計補助型のままであるため

で、母子家庭世帯の貧困率と関連しています。 

諸外国では、児童扶養手当の金額が高く、住宅手当も充実させながら

母子家庭の貧困をなくすような政策をおこなっているのです。 

           

          

             

                  

・・講演会参加者の声・・ 
相 談 内 容 相談日･時間 相談専用電話 
なぜ 
？ 

・自分自身、年金が少なくなり、介護

保険料も高くなってきているため考え

させられました。（70代女性） ・若者とお年寄り、男性と女性、市民と

行政が話し合い、社会全体が健康で文化

的、そして幸せな生活を営めるようにな

ると良いと思った。（10代男性） 


